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　　　　　　　　　　　　　　　　ER1ES

一標準タイプ取扱説明書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1”C907＿J4
『お願い』

この説明書は、最終的に本製品をお使いになる方の堵手もとに確実に届けられ

るよう、お取りはからい下さい。

記載内容は、改良のためお断ηなく変更する二とがあηます。ご了承下さい。

1．各部の名称
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①測定値（PV）表示器〔緑一〕’

②設定値（SV）表示器〔橿〕

③制御出力（OUT川）表示ランプ〔緑〕

④オートチューニング（AT）表示ランプ〔緑〕（オプション）

⑤警報1（ALM1）動作表示ランプ〔赤〕

⑥警報2（ALM2）動作表示ランプ〔赤〕

⑦エラー（ERR）表示ランプ〔赤〕

⑥ヒータ断線警報（HBA）表示ランプ〔赤〕（オプション）

⑨オートチューニング（AT）キー（オプション）

⑪パラメータセレクドキー

⑪隠しキー

⑫設定桁移動キー

⑱設定値減少キー

⑭設定値増加キー

⑮入力レンジ表示

2．外形寸法・パネルカット寸法
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3．操　作

3　1各パラメータの説明

電源を投入しますと測定値（PV）表示器には測定値が表示さ

れ、設定値（SV）表示器には設定値（SV）が表示されます。

（唖頭）キーを押すごとに以下のようにパラメータが変わりま

す（一巡すると最初の項目に戻ります）。その際、測定値（PV）

表示器にはパラメータ記号が表示され、設定値（SV〕表示器

にはそのパラメータの値が表示されます。

韻1淀値（PV）

表示器 名　称 説　　　　　明
出荷時の
初期値

測定値
測定値を表示しています。

設定はできません。

・’　‘’

「’「一　　　　一
設定値

（SV）

制御の目標値です。入力レ

ンジ内で設定可能です。

○または

0．0℃〔．F〕

一　　　　一’　　’

L　’

電流検出器

入力値

電流検出器からの入力値を
表示します。

設定はできません。

警報1
警報1の警報設定値を表示
します。

50または
50，0℃〔’F〕

口’　コ’’’　　’　一　　　　・

　　　■

警報2

ヒータ断線

警　報

（HBA）

警報2の警報設定値を表示
します。

電流検出器入力値（＝口I）を

参考にして設定します。

50または
50．0’C〔’F〕

　0．0A
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比例帯’
　（P）

比例制御を行う場合に設定し
ます。

設定「O」または「O．O」で二位置

動作になります。

30または
30．0℃〔’F〕

’
’

積分時間
　（1〕

比例制御で生じるオフセット
（残留偏差）を解消します。設．
定rO」で秋分動作は0FFとなり
ます。

240秒

一
〕

微分時間

　（D）

出力の変化を予測してリップ’
ルを防ぎ制御の安定性を向上
させます。設定「O」で微分動
作はOFFとなります。

60秒

アンチー」セット

ワインドアップ

（ARW）

積分効・果によるオーバーシュー
ト、アンダーシュートを防ぎ
ます。、設定「O」で棚分動作は
OFFとなります。

100％

‘■

’ 比例周期
制御出力の周期㈱を表示し
ます。

一」レー接点出力

　20秒
電圧パルス出力

　2秒

速1，※4・・…・ヒータ断線讐報なしの場合および警報出力が2点の場合は

　　　　　表示しません。
※2…　　　・・警報なしの場合は表示しません。

※3…　　　・・警報なしの場合、警報出力が1点の場合およびヒータ断線

　　　　　警報付の場合は表示しません。

X5…　　　…電流出力の場合は表示しません。
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3．2各パラメータの設定

　下記にパラメータの設定方法の例として設定値（SV）を200

　℃に設定した場合を示します。

　　‘■

　　帥

⑮Φ虫・1曲し互、

5臼　　　〔　　　〕⑩⑭垣亜＝一亜。

桁⑫’’〕く11〒全

幽 ■H＿c9

①

（郵⑳キーを押して設定値（SV）

のパラメータ記号（拙）を測定値

（PV）表示器に表示させます。

②

隠しキーを押しながら㈹、■llキー

を押して㊤〕、設定モードに入りま

す。設定値（SV）表示器の最下位

桁が明点灯し、他は暗点灯となり

ます。

明点灯の桁が設定変更できます。

　6｝　　　5θ　帥　’汽Ir〔　　　■μ］］⑪㊧垂（…D　⑭廻亜⑭⑳

’三〒⑫醐 マム
曲 ・‘I＿oo

③

く11キーを押して明点灯桁を百位の

桁まで移動します。

明点灯桁は■llキーを押すごとに以

下のように移動します。

〔　　〔　　〔
〕←］←〕

　　，■
　　　　　5θ　　帥　ゴlr〔　　　　1』LI〕⑪曲亜。D　｛⑯・⑭⑭⑳

府1醐くll▼▲
雌 100

④

全キーを押して「2」を設定します。

▲キーで数字が増加し〒キーで
数字が減少します。

■設定範囲：入力レンジ内

　マイナスHの設定をする場合

　例．200を一100にする場合には明
　　　．点灯桁を百位の桁に移動させ

　　　て、〒’キー押して1→0→上1
　　　と数’芹を減少させれば設定で

　　　きます。

屯亟Φ色・φOD
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桁⑫’’〕く』マム

座　　　　　　　　　π■一09

⑤

設定が終了したら（趣⊃キーを押

します。

設定値の全桁が明点灯して設定が

終了したことを示します。

もう一度（巨極⊃キーを押すと次の

パラメータヘ移ります。

以下②一⑤をくり返して行うと、

順次パラメータの設定ができます。

※1

※2

設定値（SV）以外のパラメータは前記と同様の方法で設定行

って下さい。以下に各パラメータのパラメータ記号と設定範

囲を示します。

パラメータ

記号
設　　定　　範　　囲

電流検出器 ‘■ r 設定はできません。この値を参考にし

入力値 L　’ てヒータ断線警報の値を設定します。

4桁表示の卓易含：11999一十999ぴC〔。F〕

警報1 o’　’ または一199．9一十999．9．C〔T〕

’1」　　’ 3桁表ホの場合：一199一十999℃〔．F〕
（ヒステー」シス幅：2または2．O℃〔■F〕〕

4桁表示の場合：一199ト十9999℃〔0F〕

警報2
一　　　　　　　　　　　一 または一199．9山十999－9’C〔’F〕

3桁表）1切場合：一199一十999℃〔T〕
（ヒステりシス幅＝2または2．O℃〔T〕〕　　　　　　　■　　　1　　■　　　1　　　’　　　1　　　1　　　1　　■　　　’　　　l　　　1　　　’　　　■　　’　　　1　　’

ヒータ断線 〕‘　o’l　o’1 4桁表示の場合：O．0－100．O　A

警　報 3桁表示の場合：O．O－99．9A

1｛スパン℃〔T〕またはO．1山スパゾC〔’F〕

比例帯
’「

’・
（「O」または「O．O裁定で二位置動作〕

二位置動作のヒステー」シス幅：2または2．O℃〔T〕

4桁表示の場合：1－3600秒

積分時間 ‘
1

3桁表示の場合：1－999秒
（「0」設定で積分動作0FF）

4桁表示の場合：1－3600秒
微分時間

　’一

‘’ 3桁表示の場合：1－999秒
・ （「0」設定で微分動作OFF）

アンチリセント 一，I・　　　　一 比例帯の1～100％
ワインドアンブ ’’’ （「0」設定で積分動作0FF）

比例周期
’・

’ 1－100秒

※1，※2・・…・両方とも表示されることはありません。
類2………・…・・制御出力が電流出力の場合は、ヒータ断線警報は使用で

　　　　　　きません。
※3…　　　・…加熱側比例帯の設定を「O」または「O．O」にすると加熱側、

　　　　　冷却側ともに二位置動作となります。

◎ヒータ断線警報の設定方法

①（函亟）キーを押してパラメータを“こ’一”（電流検出器入

　　力値）にして下さい。損11足されたヒータ電流がA（アンペ

　　ア）で表示されます。

②次に、（函亟）キーを押して“冊パ（ヒータ断線警報）を

　　表示させます。ヒータ断線警報の設定値は、基本的には電

　　流検出器入力値（口■）のO．85倍程度が望ましい値です。

　　なお、電源変動等が大きい場合には、小さめの値を設定し

　　て下さい。また、複数本のヒータを並列接続している場合

　　は、1本だけ切れた状態でも0Nになるように、やや大き

　　めの値（ただし、ローの値以内）を設定して下さい。

　　　“0．0｝と設定した場合や電流検出器を接続しなかった場

　　合、ヒータ断線警報は0Nとなりますのでご注意下さい。

　　※　例えば、電流検出器入力値（ロー）が20Aの場合、

　　　　HBAは　201A）×O．85＝17（A〕で

　　　　約17Aと設定すればよいわけです。

　　③設定が終了したら（堕亟）キーを押します。設定値の全

　　　桁が明点灯して設定が終了したことを示します。

國
　1・設定モードに入らない（隠しキーを押しながらくllキーを

　　　押しても働かない）場合、設定データロックがかかって

　　　いる可能性がありますので、計器内部の内部スイッチの

　　　Nσ2が0FFになっていることを確認して下さい（設定デ

　　　ータロックに関しては「4．主な機能説明」の項を参照

　　　して下さい）。



2．本器は各パラメータの値のどの桁を変更しても、その時

　点で変更した値を採用しますのでご注意下さい。

3．各パラメータの値を変更する際、本器は桁上げ、桁下げ

　が可能です。例えば199℃を200℃に変更する場合、明点

　　灯桁を最下位桁にして▲キー一を押して「0」にすると200

　℃になります。桁下げの場合も同様です直

4。（困⑳キーによりいずれかのパラメータを表示している

　　とき（測定値以外の表示および設定モード中のものを含

　　む）、キー操作を1O秒以上行わなかった場合、表示は、測

　定値（PV）と設定値（SV）に戻ります。

33オ　トチュ　ニング（AT）の方法

　P　I　Dの最適定数を自動的に計測・演算、設定するのがオー

　トチューニングです。オートチューニングは電源投入後、昇

　温中、制御安定時いずれでも任意の状態から開始することが

　できます。

　（1〕設定値（SV）、警報設定、ARW設定、比例周期設定が終

　　下してからオートチューニングを行って下さい。

（2）隠しキーを押しながらダτ「キーを押すと、AT表示ラン

　　プが点滅してオートチューニングを開始します。

13）オートチューニングが完了しますとAT表示ランプの点

　　滅が消えます。オートチューニングされた値を確認したい

　　場合は、（唖亟）キーを押して設定値（SV）表示器にて順次

　確認して下さい。

（4）オートチューニングにより自動的に設定された定数を変

　　更したい場合は、各パラメータの設定（3．2＝項参照）に従

　　って値を変更して下さい。

（5〕オートチューニングを途中で中止する場合は、隠しキー

　　を押しながらダ局「キーを押すとAT表示ランプの点滅が

　　消え、オートチューニングが解除されます。この場合のP　I　D

　　の各値は変更されません（オートチューニング開始以前の

　　値のままです）。

（6）オートチューニングの途中で設定値（SV）を変更した場

　　合は、オートチューニングを中止して、オートチューニン

　　グ開始以前の値でP　I　D制御を行います。

3．．4運転上の注意

　（1）制御系内においてハンチングの発生があると不都合な場

　　合、オートチューニングは使用しないで下さい。このよう

　　な場合は制御対象に合致した各位を設定して下さい。

　（2）測定回路を結線してから電源を投入して下さい。測定回

　　路がオーブンになっていると本器は入力断線と判断し、測

　　定値表示がアップスケール（熱電対入力の場合は、注文時

　　の指定でのみダウンズケール可能）になります。

　（3）30msec以下の停電に対しては動作に影響ありません。

　　それ以上の停電は復電後、電源投入時と同じ動作になりま

　　す（ただし、これらは警報動作0FFの場合に限ります）。

　（4）警報動作の待機動作は電源投入時だけでなく、設定値

　　（SV）を変更した場合も働きます。

4．主な機能説明

（1）自己診断機能

①藪灘ック

②窓ブ
③鰐電源の

測定値（PV）表示器に

「ξ〔一」を点滅表示

エラー（ERR）表示ラ
ンプ〔赤〕点灯

常　　　　時

■制御出力

　　　　　　0FF
■警報出力

■制御出加電流〕
　　・・出力の下限値

※エラー表ホを解除するには一一度電源を切って下さい。電源再投入後

　またエラー表・j…をする場合には、当社サービス課までご連絡下さい。

（2）オーバースケール、アンタ」スケール

　①入力断線（または短絡）等により、測定値が上昇し設定範

　　団の上限を越えると測定値の表示が点滅を始めます。さら

　　に入力表示範囲の上隈を越えると、測定値（PV）表示器に

　　オーバースケール表示「阯〔1口」または「”．o」が点滅

　　します。

　②入力断線（または短絡）等により、測定値が下降し設定範

　　団の下限を越えると測定値の表示が点滅を始めます。さら

　　に入力表示範囲の下限を越えると、測定値（PV）表示器に

　　アンダースケール表示「。・。・リ。一」または「。1］。。」が点滅

　　します。

4桁表示の4合

入　力 種　類 入　力　表　示　範　囲

K 一30～十1372℃，一3ト十2502T
J 一30　～十1200　℃，　一30～十2192．F

熱電対 N 一30～十1300℃，一3ト十2372T

R，S 一30～十1769℃，一3ト十3216T
B 一30　～十1820　℃，　一30～十3308■F

測温抵抗体

PuOO口1S川EC〕

』PuOO口1S〕
一199．9一十649．O℃

PuOOu】S川EC相当

Ptloo］Is相’」H
一199．9～十999．9T

3桁康示の場合

入　力 種　類 入　力　表　示　範　囲

K 一　30一十99ヅC，　一30～十999．F

熱電対 J 一　30｛十99γC，　一30～十999．F

N 一　30一十99γC，　一30一十99ヅF
PuOO〕IS川ECi
」Pu㎝口1S〕 一199一十649℃

測温抵抗体
PHOOulS川EC相当1
」PuOO］IS相当1 一199一十999T

（3）警報（ALM）機能

　各警報ごとの動作は以下のようになっています。

　　　　　　　　　　　　　（▲：設定値（SV）△：警報設定）
　◎偏差警報

上限警報②

Low　　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　△　　　　　　　　　　Hl！h

LOw　　　　　　　　　△　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　HlOh

0FF　　　　　　※2
Low　　　　　　　　　△　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　HiOh

下限警報②11111 0FF　　※1
　　　　　　Low　　　　　　　　　　▲

上下限警報　　　　　　　　　　OFF

　　　　　　　　　　　　　　▲

△　　　　　　High

範囲内警報　　　　OFF 0FF　　※3
　　　　　Low　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　△　　　　　　　　　　H■Oh

※1…警報設定値をプラス（十）に設定した場合の警報の状態図です。

※2…警報設定値をマイナス（一〕に設定した場合の警報の状態図です。

※3…警報設定値（絶対値偏差）を設定した場合、設定値（SV）から等

　　しい偏差の2点で警報が働くことを示した状態図です。



（4）ヒータ断線警報機能（オプション）

　下記の2通りの警報が可能です。

　①制御出力がONのときに電流検出器入力値（」ロー・）がビー

　　タ断線警報の設定値以下の場合、ヒータ断線等に対する讐

　　報になります。（ただし、制御出力の0Nの時間が0．5秒以

　　下の場合、警報は動作しません。）

　②制御出力が0FFのときに電流検出器入力値（．口．）がビー

　　タ断線警報の設定値以上の場合、リレーの溶着等に対する

　　警報になります。（ただし、制御出力の0FFの時間が0．5秒

　　以下の場合は、警報は動作しません。）

（5）設定データ回ック機能

　計器内部にある内部スイッチのNα2を0Nにすると、前面キ

　一による各設定値の変更およびオートチュー二1シグはできな

　くなります。ただし、（璽亟）キーによって各設定値の確認は

　できます。設定終了後の誤操作防止等にご使用下さい。

◎設定データロックの方法

　下図（Fig．1）のように計器本体の下部にあるストッパーを

　指で押し上げながら手前へ引くと計器が引き出せます。

＼

！、＼

／　　／
　　　　　　　　　　　　Fig．1

次に計器下部にある内部スイッチのNo2をONにします。（他

のスイッチには触れないで下さい）。（Fig．2）

※　出荷時はすべて0FFになっています。

◎o
OFF

内部スイッチ　　　ON

下から見た図

Fi9．2

これで設定データロック完了です。設定データロックを解除

するには内部スイッチのNα2を0FFにすれば可能です。

5．結　線
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NO：ノーマリーオープン　　NC：ノーマリークローズ

1．機種により使用しない端子には、すべてブラインドパ

　　ツチが取り付けてあります。

2．熱電対入力の場合、14番端子には端子金具は付かず、

　内器より温度補償素子が突き出ています。内器をケー

　スより取り外した場合など、温度補償素子を破損しな

　いようにご注意下さい。

5．2結線上の注意

（1）入力信号線はノイズ誘導の影響を避けるため、計器電源

　線、動力電源線、負荷線からできるだけ離して配線して下

　　さい。

（2）計器電源は、動力電源からのノイズ影響を受けないよう

　に配線して下さい。ノイズの発生源が近くにあり、計器が

　　ノイズの影響を受けやすいと思われる場合、ノイズフィル

　　タ（計嘉の電源電圧等を確認の上、選択※して下さい。）を

　　使用して下さい。

　　　※7イルタによっては十分な効果が得られない場合があリますの

　　　で、7イルタの周波数特性等を参照の上選択して下さい。

　①計器電源の配線はノイズ等による悪影響が考えられる

　　場合にはこれらを軽減するため、よリ合わせのピッチを

　　短く取って下さい。（より合わせのピッチが短いほどノイ

　　ズに対して効果的です。）

　②ノイズ7イルタは必ず接地されているパネル等に取り

　　付け、ノイズフィルタ出力側と計器電源端子の配線は，

　　短で行って下さい。なお、出力側と計器電源端子が長く

　　なると、フィルタとしての効果が得られなくなります。

　③ノイズフィルタ出力側の配線間にヒューズ、スイッチ

　　等を取り付けることは、フィルタとしての効果が少なく

　　なりますので行わないで下さい。

1＋器用。源

l　l一ド線

　　　　　　　／
　　　　ピッチを短く

リード線

．、　　。U．1
　ノイズフィルタ　　　　　1十器8源端子

　　　　　　，短に†る

（3）結線を行うときには、電気用品取締法に準拠した電線を

　ご使用下さい。（計器グランドは、導体公称断面積1．25－2．0

　㎜ユ位の線材を使用1し、最短で接地して下さい。）

（4）電源投入時に接点出力の準備時間が1－2秒必要です。

　外部のインターロック回路等の信号としてご使用になる場

　合には、遅延リレーを併用して下さい。



（5）下図はREX－C9の回路構成を示すものです。電源部、入

　力部、MCU部、出力部はそれぞれ絶縁されています直し

　かし、ヒータ断線警報機能付の入力部内と、出力部内は絶

　録されておりませんので結線の際はご注意下さい。
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5．．3結線例
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L一一一一一■　　熱電対
制御対象 類ヒータ断線警報用

6．仕　様

（1）入力

外部抵抗の雌9

入力。o抵抗の影■

裏示精度j

約O．4μV／Ω ｛熱電対人力の場合〕

m9’i而巴の約O．0075％ノΩ ｛測温抵抗体入力の場合〕

土｛

笥鰍帯1たは／圭；ξ1鴉洲慧霊燃㈱船、

鐵いずれか大きい’方の値

※入力の目盛饅囲

4桁表示の4合
入 力 種　類 目 盛 範 囲

K O 一十1372 C， O－2502F
』 0～十1200℃， O－2192’F

熱電対 N 0一十1300℃， O～2372’F

R，S 0一十1769℃， 0－3216’F
B 0 一十1820 ℃， 0－3308’F

測温抵抗体
Po皿u1畠．mo
』剛ml』岨j 一199．9一十649．0’C

PO㎝u1割1正〔相当一

P11㎜u1蹄当1 一199．9一十999．9’F

☆熱電対入力R，S，Bの場合ま表示精度、設定帽度は他の熱電対入力と異なります。

　　．R．S’…・・O－199℃〔O－3991F〕の価髄では5℃〔m■F〕以内
　　・日…’・・……O’399℃〔O，799’F〕の範囲は精度保証範開外

3桁．表示の場合

入 力 種　類 目 盛 範　囲
K 0－g99℃， 0－999’F

熱電対 』 O～999℃， O～999F
N O－g99℃， O～999F

測温抵抗体

P－1m口1ヨ＾正〔1

』P－1㎝川；1 一199～十649℃
P11皿］旧．・’1正〔岨｝

』P1I㎝1』Iヨ硅」ir 一199一十999’F

／2順定

範　　囲 分　解　能 ☆　　精　　　　度

士｛設定値｛SV〕のO．5％十1d㎏iO以内

設定値｛SV〕 入力レンジと同じ
1℃〔T〕または

O．1℃〔．F〕
1たは1主；ξ1；1；1灘簑瓢ヵ〕

蛙いずれか大きい方の値〕

比例’ 帯’旧 1一スパンまたは 1℃〔．F〕または

O，1一スパン 0．1℃〔．F〕

棚分時間ω
4桁表示の場合1

1－3600秒

3桁表示の場合：
1秒 設定価開の士O．5％以内

微分時間。〕
1，999秒

ルチ社外口仙サ・，プ 比例帯のト100％ 1％

比例周期 1－l00秒 1秒

（3〕出力

制御出力

リレー接点出力

電1上≡パルス出力

電　流　1出　カ

＾C250V3A帷抗負荷〕
電気的寿命：30’万回以．1＝

1〔イ妾．■．｛

定格負荷

DC　O－12V‘負荷抵抗畠OOΩ以ト〕

DC4＾20mA，DCO，20m＾
1負荷抵抗｛ooΩ以下〕

14）警報
■　　　　　1　　1

樽 類 偏差警報

動 作 ．ト限警報、 下限警報、 ．トド限警報． 範開内警報

設定 範囲 一1999一十9990または一199．9一十999．9｛3桁表示＝■］99＾十999〕

投足分解能

設定 精度
設定値1SV〕と同じ

ヒステリシス幅 2または2．O℃〔1F〕

点 敏 励磁警報 最大2点

出 力
定 格

リレー接点拙力　AC250V　l＾1抵抗負荷〕

電気的寿命：5万回以ト　定格負荷
la接点

付加 機能 待機動作

（5〕オプシ≡ン

トタ断擦警報

入　　　力

設定精度

出　　　カ

冠流検出器出力

設定傾の土5％以内または±2A以内｛いずれか大きい方の個〕

リレー接点出力　＾C25冊Vl＾｛抽≡抗負荷〕lo与妾．点

電気的寿命15万回以」一定格負荷）

6）その他の仕様

ω＾C100／HOVおよび＾C200／220V｛50κOH！共用〕

竈源竈圧 帖〕＾CllO川20Vおよび＾C220〃40V　（50κOH■共用〕
削9〕、帖〕いずれか指定

許容電圧変動 定格の±10％以内

消臼竈力 6V＾以下

許容周囲温度 O－5q℃

許容周囲湿度 45．85％RH

絶縁抵抗
測疋端子と接地端子間　DC500V20M9則．止
竈源増子と櫨他端子間　DC500V20MΩ以」二

耐　竜　圧
測定増子と接地増子間　＾C　m00V　1分間

○源端子と接地端子閥　＾C1500V　1分間

i　　　　■ 約5509


